
  

１０月のストーリーテリング勉強会 
 

2016年10月12日 （水）  9:30～12:00 

主催：高知県立図書館  参加者：9人 

場所：高知県立図書館 児童図書研究室（子ども読書室奥） 

次回の勉強会は 
11月9日（水） 

9:30～12:00 

場所：当館児童図書研究室 

（子ども読書室奥） 

１ おいしいおかゆ  5分 

『エパミナンダス 愛蔵版おはなしのろうそく１』 

（東京子ども図書館/編 東京子ども図書館）より 

【語り手から】 

 やはり人前に立つと、緊張からパッと言葉が出てこなくなり、どれだけ場面を想像しながらお話でき

るのか、余裕を持てるのかが大事だと思いました。 

 

２ 七羽のからす  １０分 

『おはなしのろうそく10』（東京子ども図書館/編 東京子ども図書館）より 

【語り手から】 

  何度も何度も語って、自分のものにしていきたいです。 

 

３ 熊の皮を着た男  20分 

『おはなしのろうそく7』（東京子ども図書館/編 東京子ども図書館）より 

【語り手から】 

次回、仕切り直してやります。 

 

４ 三びきの子ブタ  9分 

『イギリスとアイルランドの昔話』（石井桃子/編・訳 福音館書店）より 

【語り手から】 

自分では気づかなかった所にアドバイスをいただけてよかったです。最後の最後で言葉が飛んでしま

い、悔しいです。本番は、始めから終わりまで、集中力を切らさずに語るようにします。 

 

5 かにむかし  12分 

『かにむかし』（木下順二/文 岩波書店）より 

【語り手から】 

三びきの子ブタの後だったので、とても語りに入りやすかったです。大人の前だったので、知ってい

る話なので語りにくいなと思いつつ、ついつい、地の早口が出て、早口すぎました。保育園４、５才か

ら小学校低学年で語っています。 

 

6 幽霊をさがす  24分 

『魔法使いのチョコレート・ケーキ』 

（マーガレット・マーヒー/作，石井 桃子/訳 福音館書店）より 

【語り手から】 

  現代を舞台に、いかにもありそうであり得ない幽霊話です。５、６年生に語ると、とてもよく聞いて

くれます。 

 

7 三枚のお札  8分 

『おはなしのろうそく5』（東京子ども図書館/編 東京子ども図書館）より 

【語り手から】 

  ３年生に語ります。鬼ばばのことばを意識して語りたいです。御指導ありがとうございました。 
 

おはなしの出典、所要時間は、語り手の方にお聞きしたものです。 

 
やっと秋らしい気候になってきました。 

今年もあっという間に冬になってしまいそうですが、この過ごしやすい季節を存分に楽しみたいものです。 
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